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ゆらぎ学習
～ファスト／スローパスウェイを用いた

IoTネットワークシステム最適化～
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• IoT（Internet of Things）で大量の人
とモノがつながる時代が到来

• センサーから膨大な情報が発生
• 人・モノの動きに連動して通信パターンが

大きく変化

IoTを支えるネットワークシステム

通信パターンが変化してもネットワーク
が混雑することなく安定した通信品質を
提供可能なネットワーク制御技術が必要

IoTネットワークシステム

ゆらぎ学習を用いたネットワーク最適化

実験環境

ゆらぎ学習を用いたSDNベースの
IoT ネットワーク制御システムを構築

スライス構成１

・・・・・・

スライス構成5

通信パターン推定

データ流通経路を決定

通信量計測

設定

観測

アトラクター1

アトラクターN

認知

ファストパスウェイゆらぎ学習
（少数のアトラクター）

・・・

アトラクター1

アトラクターM

スローパスウェイゆらぎ学習
（多数のアトラクター）

・・・

同定

人の移動に伴う通信パターン変化例

迅速性が重視される経路（ファストパスウェイ）と正確性が重視される経路
（スローパスウェイ）で観測を認知・意思決定するヒトの脳認知モデル

ゆらぎ学習 ファストパスウェイとスローパスウェイによる認知
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